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               須  原    喬
 Penicilliun glaucumの 成分 として既に エーテル に溶解性成分 として脂肪殊に之 を構成せる
脂肪酸 としてStearins盗ure, Palmitinsla'ure, Linolsaure,◎is益ureをSterinはErgosterinを
Phosphat三dの 分解産物 としてCholin及 びGlycerinphosphors廷ureを 稀繹 アルコールに溶解性
成分 としてInosit, Betain, Stachydrinを 菌艦分解産物 としてGlucosaminを 分離 し報告せ り,
 今回は稀繹アルコールに溶解性成分 としてプ リン犠基及びヘキソン騒基並に菌髄を稀酸温湯
稀アルカ リにて抽出せ し結果を述べ檬 と思ふ,
  實 験 の 部
  水 溶 性 物 質
 Penicillium glaucumの アルコール抽出物中工一テル に可溶性の物質 を除き蒸護濃縮 してア
ル コールを加へ放置すると多量のMannitを 析出する.
 プ リ ン 臨 基
 Mannitの 濾液はアル コールを除き肇基性酷酸鉛を加へ生ぜし沈澱 を濾過 して濾液に硫化水
素 を通 じ鉛 を除 き常法によ り燐タングステン酸を加へ生ぜし沈澱 をパ リツ トで分解 して硝酸酸
性 にし硝酸銀溶液を加へると白色の沈澱を生す,沈 澱を濾過 して強アンモニア水で虞理 して濾
過 し沈澱 を硝酸の反慮のな くなる迄稀アンモニア水で洗瀞する・
 Guanin沈 澱 に水を加へ温め稀臨酸を加へ生ぜし璽化銀を除 き濾液を蒸護乾洞 し水 を加へ温
め溶解 しアンモニア水を加へると沈澱を生す濾過 して2%ア ンモニア水で虞理 して稀苛性曹達
溶液に溶解 し酷酸 を加へ酸性にすると沈澱 を生す,沈 澱を稀盤酸に溶解 して ノー リツ トで庭理
して放置するとWeidelの 反慮を呈する針状結晶を得 る.
           窒素含有量            33・80%
           Cr、Hr,NsO・HCI十H20と して    34.07%
 自口ち此虞に得 しものはGuaninの 盤酸盤な り
 Adenin Guaninの 濾液は蒸稜乾洞して水を加へ温めて溶解 し苛性曹達溶液 を加へ弱アルカ
リ性にして酸性亜硫酸曹達溶液及び硫酸銅溶液を加へ煮沸 し生ぜ し沈澱 を直に濾過 し沈澱を温
水でよく洗源 し硫化水素で分解 して蒸螢濃縮しピクリン酸 曹達溶液 を加へると黄色の沈澱を生
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す数回温水 より再結晶すると融貼282～2830の 光輝ある黄色の長針状結晶を得る.
           窒素含有量           30.46%
           Cr,Hr,Nr,・C(sH3N30Tと して      30.77%
 巳Pち此廣に得 しものはAdeninの ピク リン酸膣iなり.
Xanthin Adeninpikratの 濾液は硫酸酸性にしてエ 一ーテルで ピクリン酸 を除き苛性曹達溶液を加
へ弓弓アルカV性 にして酸性亜硫酸曹達溶液及び硫酸銅溶液 を加へ煮沸し生ぜし沈澱 を硫化水素
で分解 し蒸獲乾澗 し水を加へ40℃ に温めて放置 し濾過 し沈澱 を2%の アンモニア水に溶解 し
蒸護濃縮するとXanthin反 鷹及びWeidelの 反鷹を呈する白色無晶形の粉末を得る.
           窒素含有量           36.99%
           C5H↓N↓02 として          36.85%
 自ユち此虚に得 しものはXanthinな う.
Xanthinの 濾液を蒸獲濃縮 しピク リン酸溶液 を加へ放置すると結晶 を生するも少量の爲精査
されす,
 ヘ キ ソ ン 盤 基
 硲酸銀 の沈澱の濾液に硝酸銀溶液とバ リツ ト溶液を加へ生ぜ し沈澱を硫酸 と硫化水素で分解
して硫酸 を含量が2,5%に なる様に加へ硫酸水銀溶液 を加へると少量の沈澱 を生す,沈 澱を硫
化水素で分解 して 一部 に就 きPauly's Diazoreaktion勧 了ふと陽性 を呈す.溶 液にアル コール
性 ピク・・ン酸溶液 を加へ放置すると結晶を析出するも少量の爲精査 されす.
 Arginin硫 酸水銀の沈澱の濾液は硫化水素で水銀 をバIJ,ツトで硫酸 を除き蒸獲濃縮 してフラ
ビアン酸溶液 を加へると沈澱を生す,沈 澱をバ リツトで分解 して過剰のバ リツ トを炭酸瓦斯で
除 き蒸獲濃縮 して ピクリン酸溶液を加へると沈澱を生す,沈 澱 を水か ら敏回再結晶すると坂 口
氏の反慮 を呈する融黙215,5。 の光輝ある黄色芒把歌の結晶を得る.
           窒素含有量                    24.42%
           C6Hl■N40.}・C6H3N307と して    24.32%
 即ち此虞に得 しものはArgininの ピク リン酸盤な り.
  稀 酸 抽 出 物 質
 Phytin Penicillium glaucumの エーテル並にアルコールにて抽出せし残渣 に02%盤 酸 を
加へ数回抽出する抽出液 を苛性曹達溶液にて中和 し濾過 して蒸獲濃縮 しアル コールを加へると
沈澱 を生す このものを0.2%HCIに 溶解してアルコールを加へると白色の粉末を得る,此 塵
に得 しものは21.72%の 燐 を含有して居 り次の事實 よりPhytinと 思ふ.
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 此虞に得 し白色の粉末に稀硫酸 を加へ煮沸 し冷後硫酸 をバ リットで除 き鉛酷 とアンモニア水
を加へると沈澱を生す,沈 澱 を硫化水素で分解 して蒸獲濃縮 してアルコールを加へると沈澱 を
生す,濾 過 して小量の水に溶解 して ノー リツトで塵理 してアルコールを加へ放置すると融黙
223-224。 の結晶を生すこの結晶は牛畢丸か ら得 し融鮎224。 のInositと 混鯖虫して融翻 ま降下
せす且甘味 を有 しSchererの 反慮を呈するのでこのものはInositと 思ふ・
  温 水 抽 出 物 質
 0・2%盤 酸の抽出残渣を水洗 して水 を加へ煮沸し濾過すると沈澱を析出する温水か ら数回析
出させ精製すると白色の無晶形の粉末を得る,こ のものは温湯並にアルカ リに可溶にして還元
性を呈せす稀酸にて加水分解 を行ふ と還元性 を現はし五炭糖反Eは 呈せ ざるもSeliwanoff氏
の反慮は陽性にして且融鮎2100のPhenylosazonを 生す,自Pち 此虚に得しものは六炭糖 よ り
なる多糖類の ものの如きも今術研究中に就 き詳細は次の機會に報告せんとす・
  0,2%苛 性 曹達 抽 出物 質
 Nucleoproteid 水と煮沸せし淺渣に0.2%苛 性曹達溶液を加へ数 回抽出する,抽 出液 を集
め稀盤酸 を加へpH 3.8に すると沈澱 を生す,こ のものを0.2%苛 性曹達溶液に溶解し稀璽
酸を加へpH 3.8に すると,窒 素1237%燐3.77%の 淡褐友色の粉末 を得る,こ のも・のは
アルカ リに可溶にしてBiuret反 懸並にMolischの 反慮は陽性にして盤酸 を加へ煮沸せ しもの
は五炭糖 の反鷹陽性な り.
 一部 を取 り稀硫酸 を加へ加水分解 し燐iタングステン酸 を加へ生ぜ し沈澱 を常法 によりバ リツ
トにて分解 しアンモ ニア性銀液を加へ生ぜし沈澱 を彌酸にて分解せ しものはWeide1の 反慮陽
性な り,自防 此塵に得 しものはNucleoproteidと 思£・.
  1%苛 性 曹 達 抽 出物質
 0・2%苛 性曹達抽出残渣に1%苛 性曹達溶液を加へ数回抽出する,抽 出液 を集め稀璽酸 を加
へpH 4.6に すると沈澱を生す,こ の沈澱 を1%苛 性曹達溶液に溶解し稀盤酸 を加へpH 4。6
にする同様に数回精製すると窒素13.30%燐O.88%の 淡茨色の粉末を得る・この ものばアル
カ リに可溶にして酸 を加へると沈澱 し酸の過剰に溶解するBiUret一 反慮,坂 口反慮, Millonの
反磨は陽性な り,帥 ち此虞に得 しものは燐 を含有するPhosphoproteinと 思ふ.
  結    論
 稀繹アルコールに可溶性成分 としてInosit, Betain, Stachydrinの 外盤基性成分 として
Guanin Aden玉n Xanthin Argininを 分離せ り。
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 稀酸抽出物 としてPhytin, O.2%苛 性曹達抽出物 としてNucleoproteid,1%苛 性曹達抽出
物 としてPhosphoproteinを 分離せ り.
 爾温水抽出物 として六炭糖 よりなる多糖類を分離せ り.
 本研究に當 り御懇篤なる御指導を賜 りたる前田教授 に感謝の意 を表す
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